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　昨年の終わりごろから、いじめによる小中

学生の自殺の報道が連日のように流されまし

た。将来のある子どもたちが自らの命を絶っ

てしまうという、世の中にとっても悲しい出

来事です。加害者にとってはほとんど罪の意

識がなく、冗談のつもりで言動したと言いま

す。もっと怖いのは、加害者に加担したり、

見て見ぬふりをする傍観者が多く存在してい

るということです。

�子どもたちは、大人の背中を見て生きてい

ます。このような子どもの行動は、私たち大

人の側に問題があるのかも知れません。日本

のことわざに『雉も鳴かずば撃たれまい』『出

る杭は打たれる』『寄らば大樹の陰』『もの

言わば唇寒し秋の風』などがあります。極め

つけは『赤信号みんなでわたれば怖くない』。

自分の行動が突出して周りから目立つのを極

端に嫌います。子どもたちもいじめをしてい

る現場を見ても注意するなど目立ちたくない

のです。親としても、子どもが傍観者でいる

ことがいじめの対象となりにくいと考えてし

まいます。逆に学校や社会の中でいじめをす

るのは卑怯なことで、人間として許されない

ことだという考えが主流になっていったとし

たら、いじめる子どもは少数派となり悪いこ

とだと注意できる子どもが増えます。

�学校や家庭で「本人に責任のないことを、

からかったり笑ったりすることは無意味なう

えに卑劣な行為である」「自分と違うという

理由だけで、人を笑いものにする権利は誰に

もない」ことをしっかり分からせ、しつける

ことが解決への近道ではないでしょうか。

いじめと人権 ま
だ
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
皆
さ
ん
へ

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
７
日（
水
）

�
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
明
科
総
合
支
所
第
２
会
議
室

■
相
談
人
数
　
８
人（
１
人
２０
分
）

■
申
込
方
法
　
１
月
３１
日（
水
）の
午
前

　
９
時
か
ら
正
午
ま
で
に
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
付
時
間
内
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

　
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な
り

　
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

�
　
　
　
　
　
　
　（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

　
４
月
１
日
か
ら
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
が
改
正
さ
れ
、
性
別
に
よ
る
差

別
や
不
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大

・
男
女
双
方
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

・
間
接
差
別
の
禁
止

②
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不

　
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止

・
妊
娠
、
出
産
、
産
休
取
得
等
に
よ
る

　
解
雇
そ
の
他
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

・
妊
娠
中
、
産
後
１
年
以
内
の
解
雇
の

　
無
効

③
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

・
男
性
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

　
メ
ン
ト
も
対
象

■
問
い
合
わ
せ
　

�
長
野
労
働
局
雇
用
均
等
室

�
　
（
℡
０
２
６
・
２
２
７
・
０
１
２
５
）

　
長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
長
野
県
最
低

賃
金
（
時
間
額
）
が
、
６
５
５
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
産
業
別
最
低
賃

金
は
、
次
の
表
の
と
お
り
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
賃
金
の

確
認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

��■
問
い
合
わ
せ

�
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部

　
�（
℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
５
）

�
松
本
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
�（
℡
４８
・
５
６
９
３
）

　
大
町
労
働
基
準
監
督
署

　
�
　（
℡
０
２
６
１
・
２
２
・
２
０
０
１
）

　

無
料
法
律
相
談

長
野
県
内
の
最
低
賃
金

　　
平
成
１９
年
度
安
曇
野
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
作
成
の
た
め
、

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
資
格
の
あ
る
人
の
申
請
に
よ
り
、

作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
選
挙
な
ど
で
基
本
と
な
り

ま
す
。
　

　
今
回
か
ら
前
年
度
の
記
録
を
も
と

に
修
正
す
る
方
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
個
人
情
報
に
配
慮
し
、
封

筒
に
よ
る
配
布
、
回
収
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
申
請
を
行
わ
な
か
っ

た
人
や
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
で
き
る
人

　
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
平
成
１９
年
１
月
１
日

　
現
在
、
安
曇
野
市
に
在
住
し
、
次

　
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

①
�
１
、
０
０
０
㎡
（
１０
ア
ー
ル
）
以

　
　
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

②
�
①
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

　
　
の
配
偶
者
で
、
年
間
６０
日
以
上
耕

　
　
作
に
従
事
し
て
い
る
人

■
申
請
方
法
　

　
郵
送
し
た
申
請
書
の
裏
面
の
注
意

事
項
を
ご
覧
の
上
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
各
総
合
支
所
産
業
観
光
課
ま

た
は
三
郷
総
合
支
所
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
内

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
�（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

�
平
成
１８
年
１１
月
の
開
発
審
査
分

�
（
承
認
日
　
平
成
１８
年
１２
月
１５
日
）

■
ニ
チ
コ
ン
㈱
穂
高
工
場
の
開
発
事
業

・
場
所
　
北
穂
高
１
２
８
４
‐
２
他
４
筆

・
開
発
面
積
　
１
４
、８
３
６
・
９
２
㎡

・
目
的
　
既
存
工
場
の
改
装
（
事
務

�
所
を
２
階
へ
移
動
し
、
旧
事
務
所

�
ス
ペ
ー
ス
を
電
気
二
重
層
コ
ン
デ

�
ン
サ
製
造
エ
リ
ア
に
変
更
）

■
松
本
日
産
自
動
車
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
北
穂
高
２
７
７
１
‐
１
他

�
�
�
�
４
筆
の
内

・
開
発
面
積
　
３
、６
２
３
・
９
４
㎡

・
目
的
　
自
動
車
販
売
店
舗
の
増
築
（
整

　
備
工
場
・
洗
車
場
）

■
安
曇
精
工
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
北
穂
高
３
０
０
０
‐
１
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
２
、０
２
６
・
１
５
㎡

・
目
的
　
既
存
施
設
の
用
途
変
更
（
既

　
存
福
祉
施
設
の
移
転
に
伴
い
、
工

　
場
へ
変
更
）

■
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
２
１
７
６
‐
１
２
の
内

・
開
発
面
積
　
３
８
４
・
０
０
㎡
の

　
　
　
　
　
　
内
１
・
０
０
㎡

・
目
的
　
携
帯
電
話
移
動
通
信
用
無
線

　
基
地
局
の
立
地
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱

　
＋
ア
ン
テ
ナ（
最
高
高
１
９・
９
ｍ
）
）

■
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
開
発
事
業

・
場
所
　
牧
１
９
４
７
‐
２
の
内

・
開
発
面
積
　
７
１
３
・
０
０
㎡
の

　
　
　
　
　
　
内
６
・
０
０
㎡

・
目
的
　
携
帯
電
話
移
動
通
信
用
無
線

　
基
地
局
の
立
地
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱

　
＋
ア
ン
テ
ナ（
最
高
高
１
９・
９
ｍ
）
）

■
㈱
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発
事
業

・
場
所
　
柏
原
１
５
７
０
‐
１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
２
、８
５
５
・
７
２
㎡

・
目
的
　
宅
地
分
譲
地
８
区
画
の
立
地

※
�開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正

時間額産業別最低賃金

電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品･デバイス、
精密機械器具製造業

一般機械器具、自動車・同付属品、
船舶製造・修理業、舶用機関製造業

各種商品小売業

印刷、製版業

７５７円

７６９円

７３０円

７３６円

碌山美術館館長　所   賛太

働

く

~
~

~
~

~
~

~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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~
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公 費 での 年 賀 状を取り止めました

　多くの皆様から年賀状をいただき、誠に

ありがとうございました。昨年まで関係の

皆様に年賀状をお送りしていましたが、本

年から公費での年賀状を取り止めました。

�皆様のご理解をお願いします。

　　　　　　　　　　　　安曇野市長
　　　　　　　　　　　　平 林  伊 三 郎


